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新型コロナウイルスパンデミックも 3 年目を迎え，
特にオミクロン株が中心の第 6 波においては，ワクチ
ンを接種していれば感染しても比較的軽症で済むこと
もあって，社会生活がコロナ禍前に戻っているように
見えます。先日主催した第 66 回日本リウマチ学会総
会・学術集会で特別講演をお願いした，経済再生担当
大臣および新型コロナウイルス感染症対策担当大臣を
務められた西村康稔議員は，「感染対策というブレー
キと，経済対策というアクセルをいかにして両立させ
るかが重要」と述べておられましたが，今年のゴール
デンウィークは，マスクをしている人がほとんどだっ
た点を除けば，各地コロナ禍前と変わらない混雑ぶり
で，まるでブレーキが外れたようでした。これでリバ
ウンドが来なければ良いのですが，案の定各地で感染
者数が増加しつつあります。やはり新型コロナウイル
スとの共存は当分続きそうです。

さて令和 3 年度の男女共同参画白書では，新型コロ
ナウイルス感染症の広がりが，特に女性に大きな影響
を与えたことが報告されています。その原因として
は，①ステイホームや在宅ワーク，学校休校などの影
響が飲食・宿泊業等を直撃し，これらの分野で雇用が
不安定になったために，非正規雇用労働者として働く
ことが多い女性にしわ寄せが来たこと，②緊急事態宣
言を契機に DV（配偶者暴力）が増加・深刻化したこ
と（2020 年度の相談件数は前年の約 1.6 倍）などが挙

げられています。コロナ禍をきっかけに，わが国にお
けるジェンダー不平等という潜在的な問題が表面化し
ており，男女共同参画のさらなる推進が望まれていま
す。

本号の特集は，山内かづ代先生にご企画いただいた
「整形外科におけるダイバーシティ」です。ダイバーシ
ティ（多様性）という言葉は，男女共同参画にとどま
らず，様々に異なる個人が，それぞれの違いを受け入
れて活かしていくことを意味しています。女性医学生
の増加とともに女性医師の割合が年々高まっている中
で，整形外科は女性医師の割合がとりわけ低い診療科
であることが報告されています（新関先生らの項参照）
が，この背景には，整形外科は力仕事が多く女性には
向いていないという「ジェンダーステレオタイプ」と
いうバイアス（桑沢先生の項参照），そしてこれまで女
性医師が少なかったため，女性の意見やニーズを拾い
上げる努力が足りなかったことが原因として挙げられ
ます。

このような中で日本整形外科学会では女性医師支援
等検討委員会，その後継である男女共同参画委員会，
男女共同参画・働き方改革委員会を発足させ，女性の
意見を積極的に取り入れる取り組みを行っています。
このような取り組みを通じて，今後整形外科の魅力が
もっと女性医師にも伝わることを期待しております。
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